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衛星画像処理用大気パラメータ計算のための放射伝達モデルの比較
0飯倉善和（弘前大学理工学研究科＞.IX子直弘・久世宏明（千葉大学CEReS)
1.はじめに
研究背景．
6Sを利用した地表面分光反射率推定（同時推定法）
研究 目的：
MODTRAN(RSTAR）を利用した同時推定の可能性
本地表面分光反射率pの推定 一 π（L,-L,-Lb)
平坦な地形（6SI二基づく） P一九（ι乃雌BtE,tE,)
起伏（地形パラメータ必要）p = -・-,:_(L，てL，二らl円＇
2.同時推定法とは
分類クラスごとの反射率の推定
大気がなければ同じに見える画素
中間赤外バンド、植生園、陰影図
補正パラメータを関数近似
光学的厚さ、標高、周辺反射率
分光反射率と光学的厚さの関係
画素ごとに繰り返し推定して利用
3. 6Sによる計算
大気上端の太陽照度.E.。
地表面輝度・ Lvix 
パスラディアンス： L"
背景放射度； Lb（戸，S)
天空反射率： S
直達日射照度：E0T9cos8 
天空放射照度.E" 
環境放射照度 E.(p) 咽
透過率： T,and To 幽
大気－ e-Tr 官
エアロゾル： e-Tα j"" 
微量気体： Te i岨
4. Modtranによる計算
放射照度（IEMSCT=3）ホ単散乱のみ
大気よ端の太陽照度：E。
透過率 T
大気＋微量気体 e-TrTe 
エアロゾル e Tα 
直達日射照度 E.
放射輝度（IEMSCT=2)
多重散乱輝度（単散乱） : Lpm(Lps) 
地表反射輝度（直達）： Lgrd(Ldir) 
5 パラメー タの推定と比較
放射照度（IEMSCT=3）から推定
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図8 光学的IJさ
2つの反射率pを利用
ρ<00 L.., L, = L,mo 
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放射線度（IEMSCT=2）から推定
El"'＝πLgM，／九／ρ
Ed，＝宵Ldoc/T，／ρ
実験条件
大気モデル中緯度夏
エアロゾル・海洋性（視程23km)
太陽天頂角：60度
観測臼：6月30日
；夜長：0.3～1. 5μm(O.OOSμm釘lみ｝
地表面反射率.0, 0.1,0.2,0.3と変化
図2 処理の流れ
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図4 放射照度（65)
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図6 放射照度（Modtran)
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図1衛星画像の物理モデル
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図3 推定と逆推定
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図5 放射輝度（65)
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図7放射輝度（Modtran)
6.おわりに
• Modtranの計算結果から衛星画像補正に必要な補正パ
ラメータの推定を行う方法を検討した。
これを実画像に適用して補正の可能性を検討したい。
• RSTARIこついても同様に補正パラメータが推定できるかど
うか検討したい。
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図10輝度から照度の推定
複数の反射事pを利用
E, + E, = E9,. Ed, L, = ( I ＋ρS）向？／（π醐 8)
E, -E,pS(T, ＋加）～p ～（l+pS）ρ
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